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背景・目的

• 共同開発環境の登場によってプロジェクトへの貢献
が容易化 

• 貢献者の増加に伴いレビュータスクの負担が増加 
- 開発者の経験層が幅広い 
- バグが混入する可能性も増加 

• 技術的，社会的要因がバグの混入とどのような関係
があるのかを明らかにする
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技術的要因
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技術的要因 メトリクス

Developers’ Experience 
（F1）

Experience（EXP）：各開発者のコミットの数 
Recent Experience（REXP）：以前の変更からの年月 
File Experience（FEXP）：各開発者の変更ファイル数

Developers’ Habit to Follow 
Technical Contribution Norms 

（F2）

Tests Percentage（TP）：コミットにテストを含んでいる割合 
Modified Files（MF）：1コミットあたりのファイル変更数 
Median of Modified Files（MMF）：全コミットのファイル変更数の中央
値 
Changed Lines（CL）：1コミットあたりの変更行数 
Median of Changed Lines（MCL）：全コミットの変更行数の中央値

Nature of Developers’ Commit 
（F3）

Forward Engineering %（FP）：新規開発 
Reengineering %（RP）：見直し 
Corrective Engineering %（CP）：修正 
Management %（MP）：管理

Developers’ Commit Bugginess 
（F4）

Percentage of Buggy Commit（PBC）：今までのコミットのうち
Buggy Commitの割合

Project Establishment 
（F5）

プロジェクトのFirst Commitからの日数



社会的要因
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社会的要因 メトリクス

Ownership Level of Developers’ 
Commit 
（F6）

Commit Ownership（CO）：1 / コミットに含まれるファイル変更に関与
した開発者の数 
Median of Commit Ownership（MCO）：全コミットにおけるCOの中
央値

Communication with the 
Community of a Project 

（F7）
Number of Comments（NC）：各開発者のコメント数

Social Influence on 
Contributions 

（F8）

Code Review Experience（EXPRev）：IssueやPull RequestのOpen
やCloseした数，IssueやPull Requestにコメントした数 
Recent Code Review Experience（REXPRev）：以前レビューに携わ
ってからの年月 
Social Contributions（SC）：OpenやCloseされたIssueの数，Openや
Close，MergeされたPull Requestの数 
Social Distance（SD）：プルリクエストをクローズまたはマージした開発
者をフォローした回数 
Median of Social Distance（MSD）



Research Question

• RQ1 
- 技術的要因や社会的要因の観点ではBuggy CommitとClean 
Commitは異なるのか？ 

- また，その異なり具合はどの程度か？ 
• RQ2 
- 最もバグの含みやすさに影響を与える要因は何か？
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RQ1

6

技術的要因や社会的要因の観点ではBuggy CommitとClean Commitは異なるのか？

• ウィルコクソンの符号順位和検定 
• Cliff’s Delta：（＋），（ー） 
- 無印 ＜ * ＜ ** ＜ *** 
• 灰色：有意差あり（p < 0.05） 
• 技術的要因 
• 社会的要因

Buggy CommitとClean Commitで各要因は有効である 
技術的要因の方がより差が見られた



RQ2
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最もバグの含みやすさに影響を与える要因は何か？

重回帰モデルを構築しモデルに影響が少なかったメトリクスを削除 
（pair-wise相関係数 >= 0.7）

resk-increasing resk-decreasing
F2：Developers’ Habit to Follow 
　　 Technical Contribution Norms 
F4：Developers’ Commit Bugginess

F5：Project Establishment 
F6：Ownership Level of Developers’ Commit 
F8：Social Influence on Contributions



まとめ

• 技術的要因も社会的要因のどちらもBuggyとClean
を分別することが可能である 

• 技術的要因の方がよりBuggyとCleanの分別を決定
づける要因である 

• F2のChanged Linesはどのプロジェクトにおいてもバグ
を含むリスクが高い
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